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法
律
論
叢

第
七
七
巻

第
二

・
三
合
併
号

(二
〇
〇
四

・
一
二
)

【
論

説

】

強
制
連
行

・
強
制
労
働
訴
訟
と
国
家
無
答
責

の
原
則

西

埜

章

本
稿
は
、
平
成

一
四

(二
〇
〇
二
)
年

一
一
月
二
七
日
と
翌
年
の

一
月
三

一
日
に
、
強
制
連
行

・
強
制
労
働
訴
訟
に
つ
い
て
新
潟
地
方

裁
判
所
に
提
出
し
た
国
家
無
答
責
原
則
に
つ
い
て
の

「意
見
書
」
「補
充
意
見
書
」
を
中
心
と
し
て
い
る
。
本
意
見
書

・
補
充
意
見
書
を
掲

載
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
後
の
経
過
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
若
干
の
説
明
を
付
加
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
戦
後
補
償
訴
訟
は
ま
だ
多
数
裁

判
所
に
係
属
し
て
い
る
か
ら
、
現
時
点
で
本
意
見
書
を
公
に
し
て
お
く
こ
と
に
は
い
く
ら
か
の
意
義
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。

一

三
判
決
の
紹
介

意
見
書
提
出
後
、
強
制
連
行

・
強
制
労
働
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
六
年
に
入
っ
て
、
三
月
二
三
日
に
札
幌
地
裁
判
決

(以
下

「札

幌

地
判
」
と
い
う
)、
三
月
二
六
日
に
新
潟
地
裁
判
決

(以
下

「新
潟
地
判
」
と
い
う
)
、
五
月
二
四
日
に
福
岡
高
裁
判
決

(以
下

「福
岡
高

5

判
」
と
い
う
)
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
企
業
だ
け
の
責
任
が
問
わ
れ
た
訴
訟
で
は
、
七
月
九
日
に
広
島
高
裁
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
。

12

国
家
無
答
責
の
原
則
に
限
定
し
て
み
れ
ば
、
札
幌
地
判
は
こ
の
原
則
を
適
用
し
た
が
、
新
潟
地
判
と
福
岡
高
判
は
こ
の
原
則
の
適
用
を



否
定
し
た

(た
だ
し
、
福
岡
高
判
は
除
斥
期
間
の
経
過
を
理
由
に
国
の
責
任
を
否
定
)。
国
家
無
答
責
の
原
則
を
中
心

に
し
て
、
三
判
決
の

261

紹
介

と
簡
単
な
検
討
を
行
う

こ
と
に
す
る
。

↓

札
幌
地
判

同
判
決
は
、
「国
家
賠
償
法
施
行
前
に
お
い
て
は
、
権
力
的
な
作
用
に
属
す
る
行
為
に
係
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の

取
扱
い
に
つ
き
、
旧
憲
法
は
、
行
政
裁
判
所
又
は
司
法
裁
判
所
の
い
ず
れ
に
裁
判
権
を
設
定
す
る
か
を
含
め
、
こ
れ
を
立
法
政
策
に
委
ね
て

い
た
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
立
法
政
策
上
、
行
政
裁
判
所
及
び
司
法
裁
判
所
の
い
ず
れ
に
も
裁
判
権
を
属
せ
し
め
な

い
こ
と
と
さ
れ
る
に

至

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立
法
政
策
は
、
権
力
的
な
作
用
に
属
す
る
行
為
に
係
る
実
体
法
上
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
否
定
す
る
も
の
と

一

解
釈
さ
れ
る
と
・
ろ
で
あ
り
、
・
の
考

な
立
法
政
策
に
よ
る
実
体
法
上
の
請
求
権
の
歪

疋
が
、
い
わ
ゆ
る

.国
家
馨

責
の
法
理
・
と

叢

い
わ
れ
る
も
の
に
相
当
す
る
・
民
法
の
不
法
行
為
に
関
す
る
規
定
を
・
上
記
の
よ
う
な
立
法
政
策
と
整
合
的
に
解
釈
す
る
と
、
同
法
七
〇

論

九
条
及
び
七

一
五
条

の
規
定
は
、
権
力
的
な
作
用
に
属
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
る
」
と
し

た
上
で
、
次
の
よ
う

律

に
判
示
し
て
い
る
。

「
現
行
憲
法

一
七
条
は
、
公
務
員
の
不
法
行
為
に
基
づ
く
国
及
び
公
共
団
体
の
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
」
『何
人
も
、
公
務
員
の
不
法
行

法一

為
に
よ
り
、
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
法
律

の
定
め
、
、
。
う
に
よ
り
、
国
又
は
公
共
団
体
に
、
そ
の
賠
償
を
求
め
、
..
、
が
で
き
、
.
、

と
規
定
し
、
公
務
員
の
ど
の
よ
う
な
行
為
に
よ
り
い
か
な
る
要
件
の
も
と
で
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
か
を
立
法
府
の
裁
量
的
権
限
に
委
ね

た
も
の
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
点
に
関
す
る
立
法
府
の
政
策
判
断
に
は
、
公
務
員
の
行
為
に
よ
る
国
又
は
公
共
団
体

の
損
害
賠
償
責

任
を
定
め
る
立
法
の
時
間
的
適
用
範
囲

(経
過
措
置
)
に
つ
い
て
の
判
断
も
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
国
家
賠
償
法
附
則
六
項
が
、

『な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
』
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
旧
憲
法
下
で
の
実
定
法
の
諸
規
定
を
解
釈
し
た
結
果
、
本
件
加
害
行
為
等
の
よ
う
な

現
行
憲
法
施
行
日

(昭
和
二
二
年
五
月
三
日
)
よ
り
も
前
に
さ
れ
た
権
力
的
な
作
用
に
属
す
る
行
為
に
係
る
実
体
法
上
の
損
害
賠
償
請
求

権
を
否
定
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
故
に
現
行
憲
法

一
七
条
に
違
反
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」



口

新
潟
地
判

同
判
決
は
、
「戦
前
に
お
い
て
、
国
家
無
答
責
の
法
理
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
本
件
に

適
用
す
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
」
と
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
国
の
公
権
力
の
行
使
が
、
人
間
性
を
無
視
す
る
よ
う
な
方
法

(例
え
ば
、
奴
隷
的
扱
い
)
で
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
損
害
が
生
じ
た

よ
う
な
場
合
に
ま
で
、
日
本
国
憲
法
施
行
前
、
国
家
賠
償
法
施
行
前
の
損
害
で
あ
る
と
い
う

一
事
を
も

っ
て
、
国
に
対
し
て
民
事
責
任
を

ト

追
及
で
き
な
い
と
す
る
解
釈

・
運
用
は
、
著
し
く
正
義

・
公
平
に
反
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件

は
、
被
告
国
が
政
策

　礪

と
し
て
、
法
律
上

・
人
道
上
お
よ
そ
許
さ
れ
な
い
強
制
連
行

・
強
制
労
働
を
実
施
し
た
と
い
う
悪
質
な
事
案
で
あ
り
、

こ
れ
に
従
事
し
た

獺

日
本
丘
ハら
の
行
為
に
つ
い
て
は
微
塵
の
要
保
護
性
も
存
在
し
三

.
ま
た
、
前
記
華

実
・
の
・
萱

被
告
国

は
、
強
襲

行

・
強

嚇

制
労
働
の
事
実
を
隠
蔽
す
る
た
め
に
、
外
務
省
報
告
書
等
を
焼
却
す
る
な
ど
極
め
て
悪
質
な
行
為
を
行

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

誕

こ
の
よ
う
な
事
情
を
総
合
す
る
と
、
現
行
の
憲
法
及
び
法
律
下
に
お
い
て
、
本
件
強
制
連
行

・
強
制
労
働
の
よ
う
な
重
大
な
人
権
侵
害

嚇

が
行
わ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
国
家
賠
償
法
施
行
前
の
法
体
系
下
に
お
け
る
民
法
の
不
法
行
為
の
規
定
の
解
釈

・
適
用
を
行
う

労酬

に
あ
た
っ
て
、
公
権
力
の
行
使
に
は
民
法
の
適
用
が
な
い
と
い
、つ
戦
前
の
法
理
を
適
用
す
る
・
と
は
、
正
義

.
公
平

の
親
書
…か
ら
著
セ

得

相
当
性
を
欠
一
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・

髄

日

福
岡
高
判

同
判
決
は
、
除
斥
期
間

の
経
過
を
理
由
に
国
の
責
任
を
否
定
し
た
が
、
国
家
無
答
責
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
・旧
憲

ま司

法
下
で
行
わ
れ
た
霧

員
の
努

的
作
用
に
基
づ
く
行
為
で
あ

.
て
直

少
守

と
も
現
行
憲
法
下
に
お
い
て
判
断
を
す
る
限
り
に
お
い

て
も
す
べ
て
国
家
は
責
任
を
負
わ
な
い
か
は
、
い
か
に
公
益
的
側
面
を
重
視
す
る
と
し
て
も
、
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、
次

の
よ
う

に
判
示
し
て
い
る
。

7

「
平
穏
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
日
本
国
の
主
権
に
服
し
な
い
中
国
人
を
、

い
わ
ば
故
意
に
暴
力
や
欺
岡
を
用
い
て
家
族

の
も
と
か
ら
切
り

12

離
し
、
敵
国
に
連
行
し
て
強
制
的
に
労
働
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
は
、
個
人
の
尊
厳
、
人
間
的
価
値
を
否
定
す
る
、
甚
だ
し
く
人
倫
に
も
と



る
行
為
で
あ
る
。
旧
憲
法
の
基
礎
を
な
す
自
然
法
に
違
背
し
、
著
し
く
正
義

・
公
平
に
反
し
て
い
る
。

281

し
て
み
る
と
、
本
件
強
制
連
行

・
強
制
労
働
は
、
公
務
員
の
権
力
的
作
用
に
基
づ
く
行
為
で
は
あ
る
が
、
正
義

・
公
平

の
理
念
に
著
し

く
反
し
、
行
為
当
時
の
法
令
と
公
序
に
照
ら
し
て
も
許
さ
れ
な
い
違
法
行
為
で
あ
る
。
国
家
無
答
責

の
法
理
を
適
用
し
て
責
任
が
な

い
と

い
う
の
は
不
当
で
あ
り
、
民
法
に
よ
り
不
法
行
為
責
任
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。L

二

三
判
決
の
検
討

叢

札
幌
地
判
は
、
従
前
の
裁
判
例
に
従

っ
て
、
国
家
無
答
責

の
原
則
を
適
用
し
た
が
、
新
潟
地
判
と
福
岡
高
判
は
、
正
義

・
公
平
の
原
則

論

か
ら
国
家
無
答
責
原
則
の
適
用
を
否
定
し
た
。
平
成

一
六
年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
の
二
判
決
の
出
現
は
、
強
制
連
行

・
強
制
労
働
訴
訟
を

律

含

め
て
戦
後
補
償
訴
訟
に
お
け
る
国
家
無
答
責
原
則
の
適
用
が
大
き
く
揺
ら
ぎ
出
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

新
潟
地
判
も
福
岡
高
判
も
、
正
義

・
公
平
の
原
則
か
ら
国
家
無
答
責
原
則
の
適
用
を
否
定
し
て
い
る
が
、
両
判
決
間

に
は
微
妙
な
相
違

法一

が
認
め
ら
れ
る
.
新
潟
地
判
が
国
賠
法
附
則
六
項
の

.従
前

の
例
L
に
よ
る
.
乏
を
前
提
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
福
堕
、同
判
は
、
本

件
事
案
は
過
去
の
国
家
無
答
責
法
理
の
適
用
事
例
と
さ
れ
た
事
案
と
は
全
く
異
な

っ
て
お
り
、
本
件
が
国
家
無
答
責
法
理
の
適
用
対
象
と

な
る
か
否
か
は
当
該
事
案
の
内
容
に
即
し
て
判
例
の
解
釈
す
る
と
こ
ろ
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
最
判
昭
和
二
五
年
等

の
事
案
と
も
異
な
っ

て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
れ
ら
の
判
例
に
反
す
る
も
の
で
も
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

福
岡
高
判
は
、
国
家
無
答
責
の
原
則
は
戦
前
に
お
い
て
も
無
制
限
に
適
用
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
国
家
無
答
責
の
原
則
が
適
用

さ
れ
た
事
例
は
本
件
事
案
と
全
く
異
な

っ
て
お
り
、
戦
前
の
判
例
法
理
を
前
提
と
し
て
も
本
件
に
お
い
て
は
不
法
行
為
責
任
が
認
め
ら
れ

る
余
地
が
あ
る
、
と
解
し
て
い
る
。
戦
前
の
国
家
無
答
責
原
則
の
適
用
範
囲
を
制
限
し
、
戦
前
に
お
い
て
も
本
件
の
よ
う
な
事
案
に
は
特



段

の
事
情
が
あ
る
も
の
と
し
て
国
は
不
法
行
為
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
釈
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
戦
前
の
判
例
の
分
析
と
学
説
の

一
部
に
異
論
が
あ

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
国
賠
法
施
行
前
の
判
例

の
解

釈
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
新
潟
地
判
は
、
戦
前
の
判
例
法
理
を

認

め
た
上
で
、
ま
た
国
賠
法
附
則
六
項
を
前
提
に
し
た
上
で
、
本
件
事
案
に
国
家
無
答
責
の
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
す

ト

る
も
の
で
萱

福
岡
高
判
の
考

な

・塾

則
●
覆

の
最
上
馨

判
例
と
本
件
妻

と
の
相
違
L

へ
の
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
・

　礪

両
判
決
間
の
相
違
は
微
妙
で
あ
る
.

覚

す
る
と
、
理
論
的
に
は
福
岡
高
判
が
い
ξ

か
緻
密
で
、
新
潟
地
判
が
い
乱

か
轟

で
あ

頼

る
か
の
よ
う
な
感
が
し
な
い
で
も
な
い
・
戦
前

・
戦
後
の
最
上
馨

判
例
の
射
程
を
限
定
的
に
捉
え
る
解
釈
に
は
鰹

す

べ
き
も
の
が
あ

無跡

、
が
、
。
れ
を
証
明
す
る
に
つ
い
て
は
な
お
理
論
的
困
難

も
予
想
,
れ
る
と
。
ろ
で
あ
ろ
、、

新
潟
地
判
は
、
単
純
で
あ
る
が
故
に
む

謝

し
ろ
説
得
力
を
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

嚇

新
潟
地
判
は
、
本
意
見
書

・
補
充
意
見
書
に
近

い
考
え
方
を
採
用
し
て
い
る
・
国
家
無
籍

の
原
則
自
体
に
つ
い
て
は
従
前
の
考
え
方

労制

に
従

っ
た
上
で
、
本
件
事
案
に
つ
い
て
そ
の
適
用
を
正
義

・
公
平
の
原
則
か
ら
制
限
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
前
の
通
説

・
判
例
の
立
場
か

強価

ら
し
て
も
、
比
較
的
受
け
入
れ
や
す
い
考
え
方
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
.

瀧

札
幌
地
判
は
、
結
論
的
に
は
従
前
の
判
例
動
向
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
原
告
側
の
各
主
張
に
つ
い
て
懇

ま↓

切
に
応
答
し
て
い
乾

国
の
生貝
任
を
木
口定
す
る
に
し
て
敵

原
土
、側
の
主
張
に
対
し
て
懇
切
に
応
答
せ
ざ
、
を
得
な

い
状
況
に
な

っ
て
き

て

い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
判
決
は
、
「条
理
と
し
て
の
正
義
衡
平
の
原
則
に
よ
り
国
家
無
答
責

の
法
理
の
適
用
を
制

限
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
原
告
側
主
張
を
簡
単
に
斥
け
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
私
の
基
本
的
な
考
え
方
は
後
掲

の

「意
見
書
」
等

9

を
提
出
し
た
時
点
と
変
更
は
な
い
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

12



注

む13

(1
)

新
潟
地
判
の
評
釈
と
し

て
、
大
河
内
美
紀

「
中
国

人
強
制
連
行

・
強
制
労
働
訴
訟
判
決
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
九
七
号
二
〇
頁

(
二
〇
〇

四
年
)
が

あ
る
。

意

見
書

「
国
家

無
答

責

の
適

用
制

限
」

(平
成

一
四
年

=

月
二
七
日
)

ト

一

国
家
無
答
責
適
用
制
限
に
つ
い
て
の
新
学
説
の
登
場

論

[

従
前
の
学
説
の
動
向

律法

現
行
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
二
年
五
月
三
日
で
あ
り
、
国
家
賠
償
法

(国
賠
法
)
が
施
行
さ
れ
た
の
は
同
年

一
〇
月
二
七
日

で
あ
る
。
国
賠
法
の
附
則
六
項
は
、
「
こ
の
法
律
施
行
前
の
行
為
に
基
づ
く
損
害
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
」
と
規
定
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
「従
前
の
例
」
と
は
何
か
が
問
題
と
な
る
が
、
通
説

・
判
例
に
よ
れ
ば
、
権
力
的
作
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
は
国
家
無
答
責

の
原
則
を
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

判
例
は
、
国
賠
法
施
行
前
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
権
力
的
作
用
に
つ
い
て

一
律
に
国
家
無
答
責
の
原
則
を
適
用
し
て
い
る
が
、
文
献
の

一
部
に
お
い
て
は
、
国
賠
法
施
行
前
で
あ

っ
て
も
、
憲
法
施
行
後
あ
る
い
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
後
は
、
民
法
の
不
法
行
為
規
定
を
適
用

な

い
し
類
推
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
も
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
戦
前
の
権
力
的
な
加
害
行
為
に
つ
い
て

は
国
家
無
答
責
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
抵
ぼ

一
致
し
て
い
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。



国
賠
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
五
〇
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
つ
い
最
近
ま
で
、
国
賠
法
の
時
間
的
適
用
範
囲
の
問
題
は
、
過

去
の
問
題
と
な

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
従
軍
慰
安
婦
訴
訟
、
七
三

一
部
隊

・
南
京
虐
殺
訴
訟
、
平
頂
山

訴

訟
、
強
制
連
行

・
強
制
労
働
訴
訟
、
日
本
軍
毒
ガ
ス

・
砲
弾
遺
棄
訴
訟
等
の
戦
後
補
償
訴
訟
が
数
多
く
提
起
さ
れ
て
く
る
に
伴
い
、
「戦

前

の
権
力
的
作
用
に
国
家
無
答
責
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
が
自
咀
の
理
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
大
き
な
論
議
を
呼
ぶ
よ
う

一

に
な

っ
て
き
た
.

燃額

二

判
例
の
動
向

旗国認

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
判
例
に
は
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
七
三

一
部
隊

・
南
京
虐
殺
訴
訟
判
決

(東
京
地
判
平
成

一

雨

一
・
九

三

二
判
タ

一
〇
二
人
号
九
二
頁
)、
静
岡
女
子
勤
労
挺
身
隊
訴
訟
判
決

(静
岡
地
判
平
成

三

二

三

七
判
タ

一
〇
占ハ
七
量

労制

七
三
頁
)、
中
国
人
従
軍
慰
安
婦
訴
訟
判
決

(東
京
地
判
平
成

一
四

二
二
・
二
九
)、
中
国
人
強
制
連
行

・
強
制
労
働
訴

訟
判
決

(福
岡
地

強行

判
平
成

茜

.
四

.
二
六
.
以
下
、
.三
井
鉱
山
訴
訟
・
と
い
　
)
等

最
近
の
裁
判
例
を
み
て
も
、
い
ず
れ
臨

家
響

責
の
原
則
を
適

髄

用
し

て

い
る

.

ま↓

。
の
。
、
は
、
塾

則
に
中
国
か
ら
強
制
連
行
さ
れ
、
強
制
労
働
さ
せ
、
れ
た
毯

作
業
所
か
ら
逃
走
し
、
終
撃

知
ら
ず
に
北
選

の
山

中

で

=
二
年
間
に
わ
た
っ
て
逃
亡
生
活
を
送

っ
て
い
た
中
国
人
の
遺
族
に
対
し
て
、
保
護
作
為
義
務
違
反
を
理
由
に
国

に
二
〇
〇
〇
万
円

の
賠
償
を
命
じ
た
劉
連
仁
訴
訟
判
決

(東
京
地
判
平
成

一
三

・
七

・
一
二
判
タ

一
〇
六
七
号

=

九
頁
)
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
立

1

法
不
作
為
の
違
法
性
を
理
由
に
国
の
責
任
を

一
部
認
容
し
た
関
釜
従
軍
慰
安
婦
訴
訟
の

一
審
判
決

(山
口
地
下
関
支
判
平
成

一
〇

・
四

・

13

二
七
判
時

一
六
四
二
号
二
四
頁
)
も
、
そ
こ
で
は
国
家
無
答
責
の
原
則
自
体
は
争
点
に
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
直
接
こ
の
点
に
つ
い



て
触
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
国
家
無
答
責
の
原
則
の
適
用
を
暗
黙
裡
に
肯
定
し
て
い
る
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
訴
訟
の
控

321

訴
審

判
決

(広
島
高
判
平
成

=
二
二
ニ
・
二
九
判
時

一
七
五
九
号
四
二
頁
)
は
、
明
確
に
国
家
無
答
責
の
原
則
を
適

用
し
て
い
る
。

一一一

問

題

の
所

在

判
例
が

一
貫
し
て
国
家
無
答
責
の
原
則
を
適
用
す
る
理
由
は
、
国
賠
法
附
則
六
項
が
旧
法
主
義
を
明
文
で
定
め
て

い
る
と
い
う
こ
と
に

一

あ
る
・
し
か
し
・
国
賠
法
附
則
六
項
の
存
在
が
国
の
虚貝
任
を
否
定
す
る
決
定
的
根
拠
で
あ
り
得
る
か
に
つ
い
て
は
、
再
検
討
の
余
地
が
な

叢

い
わ
け
で
は
な

い
・。
結
論
の
当
否
は
別
に
し
て
も
、
原
告
側
主
張
を
排
斥
す
る
判
示
部
分
は
い
ず
れ
も
極
め
て
簡
単
な
も
の
で
あ
り
、
説

諭

得
力
に
乏
し
い
も
の
で
あ
る
。

律

こ
れ
に
対
し
て
、
文
献
等
に
お
い
て
は
、
国
家
無
答
責
原
則
の
克
服
を
試
み
る
新
し
い
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
学
説
は
、
①
強
制
連
行

・
強
制
労
働
等
は
私
経
済
的
活
動
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
に
民
法
の
不
法
行
為
規
定
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と

法一

す
る
見
解

②
当
時
の
法
令
の
解
釈
を
現
時
占
ぞ

や
り
直
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解

③
旧
法
の
適
用
彙

が
公
序

に
違
反
す
る
場
A
.

に
は
、
時
際
法
上
の
公
序
が
発
動
さ
れ
、
新
法
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
、
④
国
家
無
答
責
の
原
則
は
外
国
に
お
け
る
外
国
人

に
対
す
る
加
害
行
為
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
見
解
、
⑤

「
公
権
力
の
行
使
」
を
限
定
し
よ
う
と
す
る
見
解
、
⑥
国
賠
法
附
則
六
項
の

「従

前

の
例
」
に
は
判
例

(国
家
無
答
責
の
原
則
)
は
含
ま
れ
な
い
と
し
て
、
民
法
の
不
法
行
為
規
定
を
解
釈
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見

解
、
⑦
現
行
憲
法
の
前
文
等
に
基
づ
い
て
国
の
責
任
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
、
⑧
国
賠
法
附
則
六
項
は
憲
法
違
反
で
あ
る
と

す

る
見
解
、
な
ど
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
学
説
は
、

一
応
、
こ
の
よ
う
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
相
互
に
密
接
に
関
連
し
合

っ
て
お
り
、
そ
の
区
別
は
必



ず
し
も
鮮
明
な
も
の
で
は
な
い
。
本
意
見
書
で
述
べ
る

「正
義
公
平
の
原
則
に
基
づ
く
適
用
制
限
」
説
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
学
説
と
同

一

の
方
向
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
他
面
で
は
異
な
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な

い
。
以
下
に
お
い
て
は
、
中

国
人
強
制
連
行

・
強
制
労
働
訴
訟
、
従
軍
慰
安
婦
訴
訟
、
七
三

一
・
南
京

・
無
差
別
爆
撃
訴
訟
、
平
頂
山
訴
訟
、
遺

棄
毒
ガ
ス
訴
訟
等
に

お
い
て
、
「国
家
無
答
責
の
原
則
の
適
用
は
正
義
公
平
の
原
則
に
違
反
す
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

則礪

二

正
義
公
平
の
原
則
に
基
づ
く
適
用
制
限
説

獺無家

一

私
見
の
要
旨

国誕蜥

私
は
、
以
前
に
別
稿
に
お
い
て
、
国
家
無
量

貝
の
原
則
は
残
虐
非
道
行
為
に
対
し
て
は
正
蓑

平
の
原
則
か
ら
適

用
が
制
限
さ
れ
る
べ

労制

き

で
あ

る

、

と
説

い
た

こ
と

が
あ

る
。
す

な
わ

ち

、

「
戦
前

の
権

力
的

加

害

行

為

に

つ
い

て
は

当
時

の
国

家

無
答

責

の
原

則

が
適

用

さ

れ

る

強、循

べ
き

で
あ

る

と

い
う

の

は
、
法

の
解

釈

と

し

て

は
、
き

わ

め

て
当

然
な

こ
と

の
よ

う

に

見

え
な

い
で
も

な

い
。
し

か
し

、
そ

の
行

為

が
現

行

髄

憲
法
の
基
本
的
人
肇

重
主
義
に
違
反
す
る
だ
け
で
は
な
-
、
明
治
憲
法
の
人
権
保
障
の
精
神
に
さ
え
明
ら
か
に
違
反
す
る
よ
う
な
残
虐

ま↓

性

の
著
し
い
非
道
行
為
に
対
し
て
、
現
在
の
損
害
賠
鰹

胴
求
訴
訟
に
お
い
て
、
国
家
無
量

貝
の
原
則
を
持
ち
出
す
。
、
が
許
さ
れ
る
か
ど

う

か

が

問

わ
れ

な

け
れ

ば

な

ら
な

い
。
結
論

か
ら

い
え

ば

、

こ
の
よ
う

な
事

案

に

お

い

て
国
家

無

答

責

の
原

則

を
持

ち

出

す

こ
と

は
、

い
わ

ば

『
正

義

公

平

の
原

則
』

違

反

と
し

て
許

さ
れ

な

い
も

の
と
解

す

べ
き

で
あ

ろ

う

」
と

(
西
埜

「
戦

争

損

害

と
国

家

無
答

責

の
原

則
」
法

政

3

理

論

三

一
巻

二
号

一
二
五

一

一
二
六

頁

(
一
九

九

八
年

)
)
。

こ

の
考
え

方

は

、
現
在

に
お

い
て
も

基
本

的

に
は
変

わ

っ
て

い
な

い

(最

近

の

13

も

の
と

し

て
、

西

埜

「
日
本

軍
毒

ガ

ス

・
砲

弾

遺
棄

被

害

と
国

の
責

任

」
法

政

理

論

三

四
巻

一

・
二
号

一
六

一

一
七
頁

(
二
〇

〇

一
年

)
)
。
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.

二

割
連

仁
訴

訟

東
京

地

判

平
成

一
三
年

の
検

討

↓

原
告
側
主
張

前
記
の
私
見
は
、
劉
連
仁
訴
訟
や
中
国
人
慰
安
婦
第
二
次
訴
訟
の
原
告
側
主
張
に
採
用
さ
れ

て
い
る
。
劉
連
仁

訴

訟
に
お
い
て
、
原
告
側
は
、
「本
件
の
よ
う
な
、
そ
の
加
害
行
為
が
現
行
憲
法
の
基
本
的
人
権
尊
重
主
義
に
違
反
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

明
治
憲
法
の
人
権
保
障
の
精
神
に
さ
え
明
ら
か
に
違
反
す
る
よ
う
な
残
虐
性
の
著
し
い
非
道
行
為
で
あ
り
、
し
か
も

そ
の
被
害
が
現
在
も

一

継
続
し
て
い
る
違
法
行
為
に
対
し
て
ま
で
、
現
在
の
損
害
暗
幕

求
訴
訟
に
お
い
て
国
家
無
籍

の
法
理
を
持
ち
出
す

・
と
は
、
・正
義
公

叢

平

の
原
則
』
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。

論

コ

東
京
地
判
平
成

=
二
年

こ
れ
に
対
し
て
、
東
京
地
判
平
成

=
二
・
七

・
一
二

(判
タ

一
〇
六
七
号

一
一
九
頁
)
は
、
「
い
わ
ゆ

(

律

る
国
家
無
答
責
の
法
理
と
い
っ
て
も
そ
の
実
質
は
、
前
述
の
と
お
り
、
損
害
賠
償
の
根
拠
と
な
る
実
体
法
の
規
定
を
欠
く
と
い
う
も
の
で

あ

っ
て
、
そ
の
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
の
適
否
を
開
題
に
す
る
余
地
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
、
原
告
側
主
張
を
簡
単

法一

に
斥
け
て
い
ゑ

日

検
討

し
か
し
、
東
京
地
判
平
成

=
二
年
の
こ
の
判
示
部
分
の
意
味
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
当
時
、
権
力
的
作
用
に

基
づ
く
損
害
に
つ
い
て
国
の
賠
償
責
任
を
認
め
る
法
令
上
の
根
拠
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
権
力
的
作
用
に
は
民
法
の
不
法
行

為
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
国
家
無
答
責
の
原
則
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、
こ
の
前
提

自
体
の
当
否
が
問
題
に
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
法
令
上

の
根
拠
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
解
す
る
の
は
、
国
家
無
答
責

の
原
則
を
先
行
さ
せ

た
結
果
で
あ
る
か
ら
、
国
家
無
答
責
の
原
則
が
適
用
さ
れ
な

い
と
な
れ
ば
、
民
法
の
不
法
行
為
規
定
の
適
用
が
前
面
に
出
て
く
る
の
は
当

然
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。



原
告
側
の
前
記
主
張
や
私
見
は
、
戦
前
の
国
家
無
答
責
原
則
の
適
否
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
現
在
の
訴
訟
に
お
い
て
国
家

無
答
責
の
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
は
正
義
公
平
の
原
則
に
反
す
る
場
合
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
戦
前
に
お
け
る
権
力
的
加
害
行

為

に
国
家
無
答
責
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を

一
応
前
提
に
し
た
上
で
の
立
論
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
対
す
る
裁
判
所
の
前
記
判
断
は
、

原
告
側
主
張
に
対
す
る
応
答
と
し
て
は
不
十
分
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。

一　頒

三

正
義
公
平
原
則
か
ら
の
除
斥
期
間
適
用
制
限

額無駄

の

劉
連
仁
訴
訟
判
決
等
に
お
け
る
除
斥
期
間
の
適
用
制
限

劉
連
仁
訴
訟
の
東
京
地
判
平
成

=
一葎

、
前
述
の
よ
う
に
、
正
義

誕

公
平
原
則
か
ら
国
家
無
答
責
原
則
の
適
用
を
制
限
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
原
告
側
主
張
を
斥
け
た
。
し
か
し
、
同
判
決
は
、
他
方
に
お
い

騨

て
、
除
斥
期
間
の
適
用
を
制
限
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
原
告
禦
王
張
に
つ
い
て
は
・
・被
告
に
対
し
・
国
家
制
度
と
し
て
の
除
斥
期
間
の
制

労醐

度

を
適
用
し
て
、
そ
の
責
任
を
免
れ
さ
せ
る
。
と
は
、
。
の
被
っ
た
墜

口
の
重
大
さ
を
薫

ず
る
と
、
正
義
公
平
の
理
念
に
著
し
長

し

彷

て

い
る

皇

曰
わ

ざ

る

を

得

な

い
し

、

ま

た

、

こ
の
よ

、・
な

重

大
な

被

害

を

被

っ
た

R

に
対

し

、

国

家

と

し

て
損

害

の
賠

償

に
応

ず

る

こ

と

髄

は
、
条
理
に
も
か
な
う
と
い
う
べ
き
で
あ
る
.
よ

・
て
、
本
件
損
害
賠
籍

求
権

の
行
使
に
対
す
る
民
法
七
二
四
条
後
段
の
除
斥
期
間
の

ま↓

適
用
は
.」れ
を
制
限
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
、
と
判
示
し
て
い
る
.
強
制
連
行

.
強
制
労
働
の
三
井
鉱
山
訴
訟
判
決

(苗別
掲
福
岡
地
判
平

成

一
四
年
)
も
、
ほ
腰
回
趣
旨
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
正
義
公
平
の
原
則
は
、
国
家
無
答
責
原
則
の
適
用
制
限
を
導

く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
除
斥
期
間
制
度
の
適
用
制
限
を
導
く
こ
と
は
で
き
る
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

5
.

日

量
判
平
成

一
〇
年
に
お
け
る
除
斥
期
間
の
適
用
制
限

東
京
地
判
平
成

=
二
年
の
前
に
も
、
同
判
決
が
引
用
す
る
最
判
平
成

一

13

0

.
六

.
一
二

(民
集
五
二
巻
四
号

一
〇
八
七
頁
)
は
、
同
じ
趣
旨
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
予
防
接
種
事
故
が
発
生
し
て
か
ら



二
〇
年
が
経
過
し
た
後
に
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
た
め
、
除
斥
期
間
の
経
過
が
争
わ
れ
た
事
件
に
お
い
て

の
も
の
で
あ
る
。
最

361

判
平
成

一
〇
年

は
、
・被
害
者
が
相
手
の
不
法
行
為
に
よ
っ
て
心
神
喪
失
し
た
場
合
に
も
加
害
者

へ
の

一
切
の
請
求
権
が
失
わ
れ
る
と
解
す

る

の
は

「著
し
く
正
義

・
公
平
の
理
念
に
反
す
る
」
.と
し
て
、
民
法

}
五
八
条
の
時
効
停
止
の
規
定
を
類
推
適
用
す
べ
き

で
あ
る
と
判
示
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
「特
段
の
事
情
」
が
あ
る
場
合
に
限
定
し
て
で
は
あ
る
が
、
最
高
裁
が

一
般
的
法
原
則
の
適
用
を
認
め
た
も
の
と
し
て

高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る

(最
判
平
成

「
○
年
に
つ
い
て
は
、
松
本
克
美

『時
効
と
正
義
』
三
九
八
頁
以
下

(二
〇
〇
二
年
)
参
照
)。

叢一

四

条
理
法
と
し
て
の
正
義
公
平
の
原
則

論

↓

戦
後
補
償
と
条
理
法

正
義
公
平
の
原
則
が
除
斥
期
間
制
度
の
適
用
制
限
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、
も
う

一
歩
進

(

律

ん

で
、
国
家
無
答
責
原
則
そ
れ
自
体
の
適
用
制
限
を
導
く
こ
と
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
正
義
公
平
の
原
則
を
多

用
す
べ
き
で
な
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
少
な
く
と
も
戦
後
補
償
訴
訟
の
基
礎
に
あ
る
被
害
事
実
に
対
し
て
、
国
家
無
答
責
原
則
を
克
服
す
る
た
め

法一

に
正
義
公
平
の
原
則
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、

一
体
ど
の
考

な
場
A、
に
・
れ
が
適
用
さ
れ
る
・
と
に
な
る
の
か
、
疑
問
と
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。

ゴ
一
条
理
法
と
し
て
の
正
義
公
平
の
原
則

正
義
公
平
の
原
則
と
い
う
条
理
法
を
持
ち
出
す
こ
と
に
対
し
て
は
、
そ
れ
は
立
法
の
際

(
の
法
理
念
と
し
て
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
法
の
解
釈
の
次
元
に
お
い
て
は
直
ち
に
適
用
可
能
な
基
準
と
は

い
え
な
い
、
と
の
強

い
批
判
が
予
想
さ
π
る
。
し
か
し
、
正
義
公
平

の
原
則
は
、
単
に
法
の
理
念
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
法
の
解
釈

の
次
元
に
お
い
て
も
基

本
原
理
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
文
献
に
お
い
て
は
、
す
で
に
早
く
か
ら
、
美
濃
部
達
吉
博
士
は
、

「正
義
は
唯
法
の
理
想
で
あ
り
、
立
法
の
基
準
で
あ
る
に
止
ま
る
や
、
又
は
正
義
そ
れ
自
身
の
力
に
依
り
詳
し
く
言
え
ば
立
法
者
の
権
威
を



通
じ
て
で
は
な
く
正
義
で
あ
る
こ
と
の
み
に
依

っ
て
法
た
る
力
を
有
す
る
こ
と
が
有
り
得
る
や
」
と
の
問
い
を
発
し
て
、
こ
れ
に

「正
義
は

そ
れ
自
身
の
力
に
依

っ
て
法
た
る
も
の
で
、
…
…
そ
れ
は
実
定
法
に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
れ
自
身
実
定
法
の

一
部
を
為
す
も

の
で
あ
る
。
…
…
所
謂
実
定
法
は
単
に
制
定
法
及
び
慣
習
法
の
み
か
ら
成
る
も
の
で
は
な
く
、
其
の

一
部
分
は
自
然

の
条
理
又
は
正
義
の

力

に
依

っ
て
当
然
に
法
た
る
も
の
で
、
此
の
意
味
に
於
い
て
吾

々
は
制
定
法
及
び
慣
習
法
の
外
に
自
然
法
又
は
条
理
法
の
存
在
を
認
め
ね

ト

ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
…
…
所
謂
条
理
法
又
は
自
然
法
は
此
の
如
き
立
法
者

の
権
威
を
待
た
ず
に
そ
れ
自
身
の
力
に
依
っ
て
法
た
る
も
の

　頒

で
あ
る
。
…
…
正
義
法
又
は
条
理
法
に
付

い
て
は
制
定
法
上
に
之
を
認
め
た
規
定
は
無

い
け
れ
ど
も
、
条
理
法
は
人
性
の
自
然
に
其
の
根

額

拠
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
・
そ
れ
が
法
た
り
得
る
為
に
は
敢
え
て
制
定
法
の
規
定
を
待
つ
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
・
…

条
理
法
は

無隊

時
と
し
て
制
定
法
又
は
慣
習
法
を
修
正
す
る
力
を
有
つ
。
そ
れ
は
前
に
裁
判
の
法
修
正
作
用
と
し
て
述
べ
た
所
で
、
正
確
に
謂
え
ば
裁
判

謝

に
依
っ
て
法
を
修
正
す
る
と
い
ふ
よ
り
は
条
理
の
力
に
依
っ
て
法
が
修
正
せ
ら
れ
而
し
て
裁
判
所
は
其
の
修
正
せ
ら
れ
た
法
を
宣
告
す
る

爾

の

で
あ

る
」

と

回
答

さ
れ

て

い
た

(美

濃

部

達
士
・

『
法

の
本

質

二

六

二
頁

以

下

(
一
九

三
五

年

)
)
・

ま

た
・

田

中

二
郎

博

士

も

・
・
あ

る

労制

時
代
の
あ
る
社
会
に
お
い
て
、

一
般
人
の
正
義
感
情
に
基
づ
い
て
、
『条
理
』
又
は

『筋
合
』
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
す
べ
て
の

強得

法

の
根
底
に
横
わ
り
、
こ
れ
を
支
え
て
い
る
基
本
的
な
法
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
行
政
も
、
行
政
に
関
す
る
裁
判
も
、
究

艶

種

に
お
い
て
は
、
・
の
条
理
に
従

っ
た
も
の
で
あ
る
・
と
を
必
要
と
す
る

(明
治
八
年
太
政
官
布
告

一
〇
三
号
、
裁
判
事
務
心
得
三
条
参

ま↓

昭
…)
の
で
あ

.
て
、
成
文
法
そ
の
も
の
に
矛
盾
や
設

の
多
い
行
政
法
の
分
野
に
お
い
て
は
、
..
の
意
味
で
の
条
理

が
支
配
す
る
余
地
が

大

で
あ

り
、

解

釈

原

理

と

し

て

の
条

理

の
働

く
場

合

が
甚

だ
多

い
こ

と
を

注

意
す

る
必

要

が
あ

る

」

と

説

か

れ

て

い
た

(
田
中

二
郎

『
行

政
法

総
論

』

一
六

二

頁

(
一
九

五

七

年

)
)
。

7

行

政

法

の
テ

キ

ス
ト

に
お

い
て
は

、
現
在

に
お

い
て
も

一
般

に
、
不

文

法

源

の

一
つ
と

し

て

「
法

の

一
般
原

則

」
な

い
し

は

「
条

理

」

が

13

挙
げ

ら

れ

て

い
る

(成

田
頼

明

『
行

政
法

序

説

』
六

入

頁

(
一
九

八

四

年
)
、
塩

野

宏

『
行

政
法

1

〔第

二

版

増
補

〕
』
五

二

頁

(
一
九

九

九



年
)
、
原
田
尚
彦

『行
政
法
要
論

〔全
訂
第
四
版
増
補
版
〕
』
三
六
頁

(二
〇
〇
〇
年
)
、
芝
池
義

一

『行
政
法
総
論
講
義

〔第
四
版
〕』

一
二

381

頁

(二
〇
〇

一
年
)
等
)
。
こ
れ
は
、
前
記
の
美
濃
部

・
田
中
説
を
承
継
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。

そ

こ
で
は
、
戦
後
補
償
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
戦
後
補
償
事
件
に
正
義
公
平
原
則
な
い
し
条
理
を
適
用
す
る

こ
と
は
、
そ
の
趣
旨
に
適
合
こ
そ
す
れ
、
そ
れ
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

日

判
例
に
み
る
条
理
法

正
義
公
平
の
原
則
に
触
れ
た
最
高
裁
判
例
と
し
て
は
、
前
記
最
判
平
成

一
〇
年
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
。
行
政
上
の
不
当
利
得
返
還
請
求
事
件
に
お
い
て
、
最
判
昭
和
四
九

・
三

・
入

(民
集
二
八
巻
二
号

一
入
六
頁
)
は
、
「納

一

税
者
が
先
の
課
税
処
分
に
基
ぞ

租
税
の
収
納
を
蔓

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
・
と
は
、
著
し
-
不
当
で
あ

・
て
、

正
義
公
平

叢

の
原
則
に
も
と
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
指
導
建
築
確
認
留
保
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
お
い
て
、
最
判
昭
和
六
〇

・
七

・
一
六

論

(民
集
三
九
巻
五
号
九
八
九
頁
)
は
、
「建
築
主
の
不
協
力
が
社
会
通
念
上
正
義
の
観
念
に
反
す
る
も
の
と
い
え
る
よ
う
な
特
段
の
事
情
が

律

存
在
し
な
い
限
り
、
行
政
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
理
由
だ
け
で
確
認
処
分
を
留
保
す
る
こ
と
は
、
違
法
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「社
会
通
念
に
照
ら
し
て
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
例
で
あ
る
が
、
私
立
大
学
学
生
身
分
確
認
請
求
事
件
に
お
い
て
、
最

法一

判
昭
和
四
九

.
七

.
一
九

(民
集
二
人
巻
五
。万
七
九
〇
頁
)
は
、
、学
校
当
局
の
有
す
る
右
の
包
括
的
権
能
は
無
制
限
な
も
の
で
は
あ
り
え

ず
、
在
学
関
係
設
定

の
目
的
と
関
連
し
、
か
つ
、
そ
の
内
容
が
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
範
囲

に
お
い
て
の
み
是
認

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
下
級
審
の
も
の
で
あ
る
が
、
大
阪
高
判
平
成
三

・
五

・
三

一

(判
例
体
系
C
D
i
R
O
M
判
例
I
D

二
二
〇
〇
四
五
七

一
)
は
、
過
誤
納
付
金
還
付
請
求
事
件
に
お
い
て
、
「課
税
処
分
の
違
法
事
由
が
無
効
原
因
に
当
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
課
税
処
分

に
基
づ
い
て
徴
収
し
た
税
額
は
、
右
課
税
処
分
の
取
消
を
ま
た
ず
、
法
律
上
の
原
因
を
欠
く
も
の

(過
誤
納
付
)
と
し
て
不
当
利
得
を
構

成
す
る
こ
と
と
な
る
と
い
う
ほ
か
な
く
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
納
税
者
は
、
右
税
額
に
つ
い
て
、

一
般
の
正
義
公
平

の
原
則
に
基
づ
き
、



こ
れ
を
不
当
利
得
と
し
て
そ
の
返
還
を
求
め
、
ま
た
、
裁
判
所
は
、
右
の
請
求
の
当
否
に
か
か
る
先
決
問
題
と
し
て
、
右
課
税
処
分
に
無

効
原
因
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
審
理
、
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。

四

正
義
公
平
の
原
則
と
国
家
無
答
責
の
原
則

旧
日
本
軍
等
が
行

っ
た
残
虐
非
道
行
為
に
対
し
て
は
、
正
義

公
平
の
原
則
に
照
ら

し
て
、
国
家
無
答
責
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
裁
判
は
現
在
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
裁
判
は
、
田
中
博
士
が
説

ト

か
れ
た
よ
う
に
、
「条
理
に
従

っ
た
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
条
理
の
内
容
は
、
こ
れ
も
田
中
博
士
が
説

か
れ
た
よ
う
に
、

}

　礪

定

不
変
の
も
の
で
は
亨

、
時
代
の
推
移
に
伴
い
変
遷
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
旧
日
本
軍
が
行

・
た
残
虐
非
道
行
為

に
国
家
無
筆

貝
の
原

額

則
が
適
用
さ
れ
・
・
い
う
・
・
は
・
現
在
の
一
般
人
の
正
義
構

に
反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
う

つ
・
田
中
博
士

が
・
後
に
改
説
さ
れ

無駄

た
と
は
い
え
、
す
で
に

一
九
三
三

(昭
和
八
)
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
に
お
い
て
、
.現
在
の
実
際
の
制
度
が
、
正
蓑

平
の
理
想
か
ら
、

誕

甚

だ
し
く
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
事
実
で

(あ
る
)L
と
さ
れ
た
上
で
、
「問
題
は
経
済
的
価
値
の
分
配
に
在
り
、
其
処
に

嚇

支
配
す
べ
き
も
の
は
正
義
公
平
の
原
則
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
・
若
し
か
か
る
見
解
が
是
認
さ
れ
る
な
ら
ば
・
そ
の
損
害
が
公
権
力
の
作
用

労蜘

に
基
く
も
の
な
り
と
す
る
理
由
の
み
を
以
て
、
国
家
の
賠
償
義
務
を
否
定
し
去
る
こ
と
が
果
た
し
て
正
当
な
り
や
を
疑
は
ざ
る
を
得
な
い
。

　価

其

の
損
害
が
権
力
的
作
用
に
蕎

か
、
非
権
力
的
作
用
に
基
一
か
は
、
公
平
負
担
の
原
則
か
ら
は
、
特
に
区
別
す
る
必
要
を
見
な
い
の
で

髄

あ

る
.
…

-
私
は
、
公
法
上
の
特
別
の
規
定
な
き
限
り
、
経
済
生
活
に
関
す
る
基
礎
規
律
た
る
民
法
に
於
け
る
原
則
が
公
法
の
領
域
に
も

ま↓

類
推
さ
る
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
正
当
で
は
な
い
か
と
憶
測
す
る
」
と
説
か
れ
て
い
た
・
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
、つ

(田
中

.行
政

上

の
損
害
賠
償
及
び
損
失
補
償
』
二
四
～
二
五
頁
)
。

国
賠
法
附
則
六
項
は
、
立
法
者
に
戦
後
補
償
訴
訟
の
よ
う
な
事
案
が
全
く
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
置
か
れ
た
規
定
で
あ
る
。

9

そ

の
よ
う
な
規
定
を
例
外
な
し
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
立
法
者
意
思
か
ら
し
て
も
疑
義
の
多
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

13

こ
れ
に
対
し
て
、
奥
田
安
弘
教
授
は
、
時
際
法
及
び
体
系
際
法
上
の
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
て
、
「以
上
の
よ
う
な
考
察
の
結
果
、
筆
者



は
、

一
連
の
戦
後
補
償
に
関
す
る
事
件
に
お
い
て
は
、
国
家
無
答
責
の
法
理
が
適
用
さ
れ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

401

筆
者

は
、
現
在
の
法
観
念
か
ら
み
て
、
国
家
無
答
責
の
法
理
が
不
合
理
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
適
用
す
べ
き
で
な
い
と
述
べ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
時
際
法
お
よ
び
体
系
際
法
上
の
観
点
か
ら
み
て
、
個
々
の
事
件
の
事
実
関
係
の
も
と
で
は
、
国
家
無
答
責
の
法

理
の
適
用
が
論
理
的
に
否
定
さ
れ
る
、
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
L
と
主
張
さ
れ
て
い
る

(奥
田

「国
家
賠
償
責
任
と
法
律
不
遡
及
の
原
則
」

北
大
法
学
論
集
五
二
巻

一
号
四
七
頁

(二
〇
〇

}
年
))
。
こ
の
趣
旨
は
、
同
論
文
の
別
の
箇
所
で
、
「具
体
的
な
個

々
の
事
件
に
お
い
て
、

た
と
え
新
法
を
遡
及
適
用
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
趣
旨
に
反
す
る
結
果
と
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
旧
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
し

一

く
実
質
的
正
義
が
損
な
わ
れ
る
結
果
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
・
き
わ
め
て
例
外
的
に
国
家
賠
償
法
附
則
六
項
の
適
用
を
排
除
す
る
こ
と
も
視

叢

野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
(四
五
頁
)、
「旧
法
は
、
あ
く
ま
で
も
当
時
の
法
観
念
お
よ
び
法
体
系
全
体
か
ら
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
」

論

(五
五
頁
)
、
「筆
者
の
見
解
は
、
国
家
無
答
責
の
法
理
自
体
で
は
な
く
、
そ
の
適
用
結
果
が
公
序
良
俗
に
違
反
す
を
場
合
を
問
題
と
し
て
い

律

る
」

(六
四
頁
)、
な
ど
と
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
推
測
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
、
戦
前
の
国
家
無
答
責
の
原
則
そ
れ
自
体
で
は
な
く
て
、

そ
れ
を
適
用
し
た
結
果
が
正
義
公
平
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
に
は
、
国
賠
法
附
則
六
項
は
例
外
的
に
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
、

法

と

い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
前
述
の
私
見
と
は
、
教
授
が
指
摘
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
き
な
見
解
の
差
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
私
見
に
お
い
て
も
、
国
家
無
答
責
の
原
則
が
当
時
に
お
け
る
判
例

・
通
説
で
あ

っ
た
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
現
在

の
戦
後
補
償
訴
訟

に
お
い
て
そ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
は
正
義
公
平
の
原
則
に
反
す
る
場
合
が
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
奥
田
教
授
の
説
か
れ
る

「国
家
無
答
責
の
原
則
を
適
用
し
た
結
果
が
正
義
公
平
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
」
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
で
あ

る
。

拙
稿

「戦
争
損
害
と
国
家
無
答
責
の
原
則
」
(法
政
理
論
三

一
巻
二
号

一
〇
七
頁
以
下

(
一
九
九
八
年
))
は
、
ま
だ
戦
後
補
償
問
題
に

つ
い
て
の
文
献
が
少
な

い
状
況
の
下
で
、
国
家
無
答
責
原
則
の
克
服
を
試
み
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
提
示
し
た
私
見
は
き
わ
め
て
断
片

的
な
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、
奥
田
教
授
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な

い
く
つ
か
の
疑
問
点

(奥
田

・
前
掲
北
大
法
学
論
集
五
二
巻

一
号
九



一

一
〇

頁

)

が
存

在

す

る

こ
と

は
、

私
自

身

も

認

め

ざ

る
を

得

な

い
。

例

え

ば
、

そ

こ

で
は

、
国

家

無

答

責

の
原

則

を

「
持

ち

出

す

こ
と

は
…

…

ゆ

る

さ

れ
な

い
」

と

か

、
「
適

用
を

主

張
す

る

こ
と

は
許

さ
れ

な

い
」

と

か

の
表

現

を

し

て

い
る

が
、

こ
れ

ら

の
意

味

が

明
確

で
は

な

い

こ
と

は
確

か

で
あ

る

。

表

現

の
曖

昧

さ

の
責

任

が

私

に
あ

る

こ
と

は

い
う

ま

で
も

な

い
が
、

国

家

無

答

責

原
則

の
適

用

の
可

否

に

つ

い
て

裁

判

所

が
職

権

に
よ

り

判
断

す

べ
き

こ
と

は

当
然

で
あ

り

、

決

し

て
時

効

と

国

家
無

答

責

の
原

則

を

混

同

し

た
も

の

で
は

な

い
。

↑

奥
田
説
で
は
・
・
時
際
法
上
の
公
序
の
発
動
が
肯
{疋
さ
れ
た
な
ら
ば
・

運

の
覆

穰

裁
判
で
は
・
現
行
の
国
家
賠
償
法
が
遡
及
適
用

　頒

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
L
と
説
か
れ
て
い
る

(前
掲
北
大
法
学
論
釜

二
巻

喜

五
四
頁
.
な
お
、
同

・国
際
私
法
か
ら
み
た
戦
後
補
償
」
英

貨答

田

.
川
島
ほ
か
編

『共
同
研
究

・
中
国
戦
後
補
償
』

一
五
八
頁

(二
〇
〇
〇
年
)
)。
し
か
し
、
如
何
に
例
外
的
で
は
あ

る
に
し
て
も
、
結
果

無嚇

と
し
て
、
戦
前
の
残
虐
非
道
行
為
に
対
し
て
現
行
の
国
家
賠
償
法
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う

の
は
、
理
論
的
に
緻
密
な
よ
う
で
は
あ

っ
て
も
、

謝

あ
ま
り
理
解
し
や
す
い
考
え
方
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
私
見
で
は
、
国
賠
法
附
則
六
項
に
よ
り
、
従
前
の
例
に
よ
る
こ

嚇

と
に
な
る
が
、
国
家
無
答
責
の
原
則
は
正
義
公
平
の
原
則
に
よ
り
適
用
さ
れ
な
い
た
め
・
そ
れ
を
除
け
ば
・
当
時
と
し
て
は
民
法
不
法
行

労制

為
規
定
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
民
法
規
定
の
適
用
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る

(結
論
同
旨
、
吉
田
邦
彦

「在
日

強行

外
国
人
問
題
と
時
効
法
学

.
戦
後
穰

ω
・
ジ

。
リ

一
三

七
。万
九
九
頁

三

〇
〇
二
年
)
).

鞭↓

五

正
義
公
平
原
則
が
適
用
さ
れ
る
た
め
の
要
件

　↑

加
害
行
為
の
残
虐
非
道
性

前
述
の
よ
う
に
、
正
義
公
平
の
原
則
は
多
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
正
義

公
平
の
原
則
が
適
用

1

さ
れ
る
べ
き
場
面
は
、
加
害
行
為
が
残
虐
非
道
性
を
帯
び
る
場
合
に
限
定
さ
れ
る
。
本
来
は
従
前
の
例
に
よ
り
国
家
無
答
責
の
原
則
が
適

14

用
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
そ
の
適
用
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

一
般
人
の
正
義
感
情
に
照
ら
し
て
、
そ
の
適
用
の
排



除
が
首
肯
し
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

421

正
義
公
平

(条
理
)
の
内
容
は
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
変
遷
す
る
も
の
で
あ
る

(田
中

『行
政
法
総
論
』

一
六
二
頁

(
一
九
五
七
年
)
)。

正
義
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
客
観
的
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
存
在
す
る
と
し
て
も
認
識
可
能
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
な

ど
を
め
ぐ

っ
て
考
え
方
が
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

(森
末
伸
行

『
正
義
論
概
説
』

一
九
頁
以
下

(
一
九
九
九
年
)
参
照
)
、
少
な

く
と
も
、
そ
の
時
代
に
お
け
る

一
般
人
の
正
義
感
情
は
存
在
し
、
そ
れ
を
認
識
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
従
軍
慰
安
婦
事
件
、
強
制
連
行

・
強
制
労
働
事
件
、
七
三

一
部
隊

・
南
京
虐
殺
事
件
、
平
頂

一

山
事
件
等

戦
後
補
償
事
件
の
大
半
は
、
残
虐
非
道
行
為
に
よ

・
て
起
・
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
.
・
れ
ら
に
国
家
無
答
責
の
原
則
を
適
用

羨

し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
一
般
人
の
正
義
感
情
に
反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
裁
判
は
、
こ
の

一
般
人

の
正
義
感
情
に
適
合

論

ず
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

律

口

被
害
の
重
大
性

残
虐
非
道
行
為
は
、
通
常
、
重
大
な
被
害
を
伴

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
平
頂
山
事
件
や
従
軍
慰
安
婦
事

件
等
の
例
を
見
れ
ば
明
瞭
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
も
、
重
大
な
被
害
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
要
件
と
し

法一

て
は
、

一
応
両
者
を
区
別
す
る
。
と
が
で
き
る
か
ら
、
こ
。
で
は
分
け
て
考
え
る
。
と
に
す
る
.

被
害
が
重
大
で
あ
る
こ
と
は
、
た
と
え
戦
前
の
行
為
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
現
在
の
一
般
人
の
正
義
感
情
か
ら
す
れ
ば
、
こ

れ
に
国
家
無
答
責
の
原
則
を
適
用
し
て
無
救
済
で
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
重
大
な
被
害
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
賠
償
し

よ
う
と
し
な
い
相
手
に
対
し
て
感
じ
る
強

い
怒
り
は
、
ま
さ
に
正
義
に
根
ざ
す
自
然
の
感
情
で
あ
る

(碓
井
敏
正

『
現
代
的
正
義
論
』
九

四
頁

(
一
九
九
八
年
)
)。
何
ら
責
任

の
な

い
被
害
者
に
対
し
て
、
し
か
も
そ
の
被
害
が
甚
大
で
、
戦
後
五
〇
年
以
上
が
経
過
し
て
も
な
お

癒
さ
れ
な
い
よ
う
な
場
合
に
、
国
家
無
答
責
の
原
則
を
適
用
し
て
被
告
の
責
任
を
免
れ
さ
せ
る
こ
と
は
、
た
と
え
そ
れ
が
従
来
の

一
般
的

な
法
の
解
釈
方
法
に
従

っ
た
も
の
に
規
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
戦
後
補
償
事
件
に
関
す
る
限
り
は
、
極
め
て
疑
義
の
多

い
も
の
で
あ
り
、
そ



の
裁
判
自
体
の
不
正
義
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

六

正
義
公
平
の
原
則
と
裁
判
官
の
役
割

↑

e

司
法
に
対
す
る
国
民
の
信
頼

正
義
公
平
の
原
則
に
よ

っ
て
国
家
無
妻

の
原
則
を
排
除
し
一

す
る

こ
と
は
・
こ
れ
ま
で

　礪

に
存
在
し
な
か
っ
た
新
し
い
試
み
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
を
受
容
す
る
こ
と
は
、
裁
判
官
に
と
っ
て
は
危
険
度
の
高

い
冒
険
で
あ
る
か
も

額

し
れ
な
い
・
し
か
し
・
い
か
に
法
に
基
づ
く
裁
判
と
い
え
ど
も
・
そ
の
彙

が

一
般
人
の
正
業

情
に
反
す
る
吉

な
内
容
で
あ
・
て
は
・

無家

司
法
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
喪
失
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
す
る
だ
け
で
あ
る
。

国批

口

美
濃
部
説
に
み
る
裁
判
官
の
責
務

美
濃
部
博
士
は
、
彦

て
、
.
裁
判
官
及
び
行
政
官
は
時
に
理
法
の
命
ず
る
所
に
随

っ
て
制

臨

定
法
を
修
補
す
る
経

る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
(前
掲
二
〇
九
頁
)
と
述
べ
ら
れ
た
.
博
士
は
、
ま
た
、
別
の
蕃

に
お

い
て
・
・若
し
法
を

労制

以
て
国
家

の
意
思
な
り
と
解
し
、
国
家
の
立
法
が
法
の
唯

一
の
淵
源
で
あ
る
と
す
る
説
に
従
は
ば
、
法
の
発
見
は
唯
成
文
法
の
明
文
を
解

強御

釈
す
る
こ
と
を
以
て
能
事
了
れ
り
と
為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
.
此
の
如
き
は
法
学
を
以
て
単
に
条
文
の
解
釈
学
た
る
に
終

わ
ら
し
む
る
も
の
で

腱

あ

っ
て
、
之
を
条
文
法
学
と
称
す
る
・
と
が
出
来
る
.
其
の
実
は
、
成
文
法
は
唯
法
を
発
見
す
べ
き
材
料
の

=

最
も
重
要
な
材
料
で
は

ま↓

あ
る
が
)
た
る
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
、
成
文
法
に
も
謬

な
い
墨

な
る
材
料
た
、
も
の
は
、
社
ム瓜
的
の
妻

で
あ
り
、
又
社
ム酉
的
の
正
義

で
あ
る
。
法
は
唯
此
等
の
総
て
の
資
料
を
総
合
す
る
に
依
て
の
み
発
見
せ
ら
れ
得
べ
き
も
の
で
、
近
時
の
所
謂

『自
由
法
説
』
は
此
の
限

度
に
於
て
正
当
の
思
想
に
基
い
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
と
正
義
と
を
無
視
し
て
、
単
に
条
文
に
依
っ
て
の
み
法
を
見
出
さ
ん
と
す
る

3

は
、
最
も
忌
む
べ
き
法
学
の
邪
道
で
あ
る
L
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る

(美
濃
部

『日
本
憲
法
第

一
巻
』
六
入
～
六
九
頁

(
一
九
二

一
年
))
。

る1

0

戦
後
補
償
と
裁
判
官
の
役
割

旧
日
本
軍
等
の
行
っ
た
残
虐
非
道
行
為
に
対
し
て
正
義
公
平
原
則
に
基
づ

い
て
国
家
無
答
責
原



則

の
適

用
を

排

除
す

る

こ
と

は
、
法

の
解

釈

と

し

て

は
至
極

も

っ
と
も

な

こ
と

で
あ

っ
て
、
裁

判
官

と
し

て
何

ら

危

険

を
冒

す

こ
と

に

は
な

441

ら

な

い
。

正
義

公
平

の
原

則

を

除

斥
期

間

制

度

の
制

限

の
た

め

に
適

用

し

て

お
き

な

が
ら

、

国

家
無

答

責

原

則

の
排

除

の
た

め

に

は
そ

れ

を

適

用

で

き
な

い
と

い
う

の

は
、

論
旨

が

一
貫

し

て

い
な

い
と

い
う

べ
き

で
あ

る
。

か

つ
て
、

大

阪
空

港

訴

訟

の
上
告

審

判

決

(最

(
大

)

判

昭

和

五

六

・
一
二

・

一
六

民

集

三

五
巻

一
〇

号

=

二
六
九

頁

)

に
お

い
て

、
団

藤

重

光

裁

判

官

が

次

の
よ

う

に
述

べ
ら

れ

て

い
た

こ
と

に
留

意
す

べ
き

で
あ

る
。

「
わ

が
国

に
お

い
て

は
、
新

し

い
事
態

に
対

す

る

立
法

的

対

処

が

き

わ

め

て
緩

慢

で
あ

り

、

ば
あ

い

に
よ

っ
て

は

む
し

ろ

怠

慢

で

さ

え
も

あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

…

…

し

た

が

っ
て
、

わ

が
国

に

お

い
て
は

、

お

な

じ
成

文

法

国

で
あ

っ
て

も

立
法

的

一

対
応
が
燈

に
お
・
な
わ
れ
る
国
に
お
け
る
よ
り
は
、
裁
判
所
が
法
形
成
の
上
で
担

・
べ
き
役
割
は
い
・
ξ

大
き

い
占

わ
な
け
れ
ば

叢

な

ら

な

い
。

…

…
も

ち
ろ

ん
、

…

…

司

法
権

が
過

大

の
任
務

を
引

き

受

け

る

こ
と

は

司
法

の
本

質

そ

の
も

の

か
ら

い

っ
て

も
許

さ

れ

な

い

論

こ

と

で
あ

る
。

し

か

し
、

こ

の

こ
と

と

、
裁

判

所

が
司

法

の
本

来

の
任

務

の
範

囲
内

に

お

い

て
、

法

の
解

釈

適

用

に
創

意

工

夫

を
凝

ら
し

律

て
あ

た
ら

し

い
事
態

に
対

処

し

て
行

く

こ

と

と

は
、

全

く

別

の
こ

と

で
あ

る

。
」

法一

補

充
意

見
書

「
国
家

無
答

責

原
則

の
克
服

に

つ
い
て

の
補

充
意

見
書

」

(平
成

一
五
年

一
月
三

一
日
)

平
成

}
四
年

一
一
月
に
提

出
し
た
意
見
書

「国
家
無
答
責
の
適
用
制
限
」
に
お
い
て
、
「戦
前

・
戦
中
の
旧
日
本
軍
や
民
間
企
業
に
よ
る

中
国
人
等
に
対
す
る
残
虐
非
道
行
為
に
は
、
正
義
公
平
の
原
則
に
よ
り
国
家
無
答
責
の
原
則
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で

述
べ
た
こ
と
は
概
略
的
で
、
本
件
の
事
案
の
詳
細
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
検
証
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
の
で
、
本
意
見
書
に
お
い
て
先
の

意
見
書
の
内
容
を
補
充
す
る
こ
と
に
し
た
い
。



一

前
提

国
賠
法
附
則
六
項
の

「従
前

の
例
」
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
の
争
い
が
あ
り
、
戦
後
補
償
訴
訟
に
お
け
る
原
告
側
主

張
に
も
新
し
い
見
解

が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
し
い
見
解
に
は
傾
聴
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
検
討
す
べ
き
重
要
な
課
題
を
提
起
し
て
い
る
が
、
こ

↑

こ
で
は
そ
の
義

に
は
入
ら
ず
に
・
次
の
二

つ
の
こ
と
を
前
提
に
し
て
・
そ
こ
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に
す
る
・

　礪

す

な

わ

ち
、
前

提

の
そ

の

一
は
、

「
従

前

の
例

と

は
、
権

力

的

作

用

に

お
け

る
国

家
無

答

責

の
原

則
を

指

し

て

い
る
」

と

い
う

こ
と

で
あ

頼

り

、
前

提

の
そ

の
二

は
、

「
強

制

連

行

・
強

制

労
働

は
権

力

的
作

用

に
属

す

る
」

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

た

だ
、
誤

解

し

な

い
で

い
た

だ

き

無家

た

い
が

、

こ
れ

ら

の
前

提

は

、

あ

く

ま

で
も

「
仮

に
そ

の
よ

う

に
理

解

し

て
も

」

と

い
う

こ
と

で
あ

っ
て
、

こ
れ

ら

の
前

提

が
無

条

件

に

　誕

妥

当

性

を
有

す

る
と

か
う

こ

と

で

は
な

い
。

(因

み

に
、
京

都

地

判

平
成

一
五

.
一

.

一
五

(大

江

山
訴

訟

判

決

)

は
、

強
制

連

行

は

権

力

嚇

作

用

に
当

た

ら

な

い
.と
し

て
、
国

家

無

答

責

原

則

の
適

用
を

否

定

し

て

い
る
.
)

傍訓行

二

正
義
公
平
原
則
に
よ
る
国
家
無
答
責

の
適
用
制
限

鞭↓

一

国
家
無
答
責
原
則
の
適
用
制
限

145

法
律
不
遡
及
の
原
則
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
あ
る
事
件
に
適
用
さ
れ
る
法
令
は
、
そ
の
事
件
当
時
に
通
用
し
て

い
た
法
令
で
あ
り
、

現
在
の
法
令
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
ま

っ
た
く
例
外
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
の
訴
訟
に
お
け

る
当
時
の
法
令
の

適
用
が
正
義
公
平
の
原
則
に
違
反
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
法
令
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
な



け
れ
ば
、
現
在
に
お
け
る
そ
の
訴
訟
は
、
正
義
公
平
の
原
則
と
い
う
最
も
重
要
な
原
則
に
適
合
し
な
い
結
果
と
な
る
か
ら
で
あ
る

(結
論

461

同
旨
、
吉
田
邦
彦

「在
日
外
国
人
問
題
と
時
効
法
学

・
戦
後
補
償
ω
」
ジ
ュ
リ

一
二

一
七
号
九
八
～
九
九
頁
、
奥
田
安
弘

「
日
本
政
府
の

優
位
は
崩
せ
る
の
か
?
」
奥
田

・
山
口
編

『グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
戦
後
補
償
裁
判
』
四
六
頁
)
。

明
治
憲
法
下
の
国
家
無
答
責
の
原
則
を
現
在
の
戦
後
補
償
訴
訟
に
お
い
て
適
用
す
る
こ
と
は
、
正
義
公
平
の
原
則

に
明
ら
か
に
違
反
す

る
も
の
で
あ
る
。
戦
前

・
戦
中
の
旧
日
本
軍
や
民
間
企
業
等
が
行

っ
た
残
虐
非
道
行
為
に
対
し
て
国
家
無
答
責
の
原
則
を
適
用
す
る
こ
と

は
、
現
在
の

一
般
人
の
正
義
公
平
感
情
に
真

っ
向
か
ら
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
法
の
理
論
も
法
の
解
釈
も
、

一
般
人

の
正
義
公
平
感
情
に

一

浴

・
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
法
の
解
釈
の
名
に
お
い
て
、
.い
た
ず
ら
に
形
式
的
な
論
理
を
振
り
か
ざ
す
・
と
は
、
か
え
・
て
法

叢

制
度
と
司
法
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
喪
失
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。

論律

一一

三
井
鉱
山
訴
訟
判
決
の
骨
子
ど
そ
の
批
判
的
検
討

法一

e

判
決
の
享

,
三
井
鉱
山
訴
訟
の
福
岡
地
判
平
成

一
四

.
四

.
二
六

(判
タ

δ

九
八
号
二
六
七
頁
)
は
、
整

、国
が
中
国
人

の
強
制
連
行

・
強
制
労
働
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
事
実
を
積
極
的
に
認
め
た
。
こ
の
点
で
は
、
事
実
認
定
を
し
な
い
で
国
の
責
任
を
否
定

し
て
い
た
従
前

の
裁
判
例
と
比
較
し
て
、

一
歩
前
進
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。.

し
か
し
、
同
判
決
は
、
強
制
連
行

・
強
制
労
働
に
対
す

る
被
告
国
の
関
与
事
実
を
認
定
し
な
が
ら
、
国
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
「被
告
国
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
と
お
り
、
被
告
国
に
よ
る
原
告
ら

に
対
す
る
本
件
強
制
連
行
及
び
強
制
労
働
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
と
は
い
え
、
そ
の
こ
ど
か
ら
直
ち
に
、
当
時
の
法
体
系
の
下
に
お
い
て
、

被
告
国
に
、
民
法
七
〇
九
条
、
七

一
五
条
及
び
七

一
九
条
に
基
づ
く
不
法
行
為
責
任
が
発
生
す
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
し
て
、

こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
強
制
連
行

・
強
制
労
働
訴
訟
以
外
の
戦
後
補
償
訴
訟
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
考
え
方



が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
、
三
井
鉱
山
訴
訟
判
決
を
素
材
に
し
て
、
こ
の
考
え
方
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

三
井
鉱
山
訴
訟
判
決
の
骨
子
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

明
治
憲
法
下
に
お
い
て
は
、
国
の
権
力
的
作
用
に
つ
い
て
民
法
.の
適
用
を
否
定
し
、
損
害
に
つ
い
て
国
が
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い

と

い
う
、

い
わ
ゆ
る
国
家
無
答
責
の
法
理
が
基
本
的
制
度
と
し
て
確
立
し
て
い
た
。

↑

海

国
賠
法
附
則
六
項
に
は
・
「
こ
の
葎

施
行
前
の
行
為
に
基
づ
く
損
害
に
つ
い
て
は
・
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
」
と
の
経
過
規
定
が

　礪

定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
「従
前

の
例
」
に
相
当
す
る
明
治
憲
法
下
の
法
制
度
に
お
い
て
は
、
国
の
賠
償
責
任
を
肯
定
す
べ
き
実
体
法
上

額

の
根
拠
法
令
が
な
か

・
た
の
で
あ
る
か
ら
・
国
賠
法
が
制
定
さ
れ
た
現
時
点
に
お
け
る
解
釈
と
し
て
も
・
同
法

の
施
行
前
の
国
に
よ
る
本

無跡

件
強
制
連
行

.
強
制
労
働
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
、
被
告
国
が
民
法
の
規
定
に
よ

っ
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
は
な
い
。

誕

③

国
家
無
答
責
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る
公
権
力
の
行
使
と
は
、
国
家
権
力
に
基
づ
く
優
越
的
な
意
思

の
発
動
た
る
作
用
を
い
い
、
公

蝋

の
権
力
の
主
体
と
し
て
命
令
し
、
強
制
す
る
作
用
を
い
う
と
蟹

れ
て
い
る
と
・
ろ
、
被
告
国
が
原
告
ら
に
対
し
て
行

・
た
本
件
強
制
連

労制

行

田
強
制
労
働
は
、
旧
日
本
軍
に
よ
る
戦
争
行
為
と
い
う
権
力
的
作
用
に
付
随
す
る
も
の
と
し
て
、
国
の
権
力
的
作
用
に
属
す
る
。

強得

④

原
告
ら
が
中
国
人
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
本
件
強
制
連
行

.
強
制
労
働
に
関
す
る
法
律
関
係
に
つ
い
て
は
、

日
本
の
法
体
系
の
下

樋

で
、
原
告
ら
主
張
の
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
決
す
る
ほ
か
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
.
当
時
の
日
本
の
法
体
系
の
下
で

ま↓

は
、
国
の
努

的
作
用
の
行
使
と
し
て
行
わ
れ
た
本
件
強
制
連
行

.
強
制
労
働
に
つ
い
て
は
、
原
土.
ら
の
整

.国
に
対
す
る
損
害
賠
籍

求

の
根
拠
と
な
る
実
体
法
上
の
規
定
が
存
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
統
治
権
に
服
さ
な
い
中
国
人
に
は
そ
も
そ
も
国
家
無
答
責

の
法
理
が
適
用
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
根
拠
は
認
め
ら
れ
な
い
。

7

口

判
決
の
批
判
的
検
討

上
記
①
③
④
に
つ
い
て
も
批
判
の
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
批
判

14

は
差
し
控
え
る
こ
と
に
し
て
、

一
応
そ
の
い
ず
れ
を
も
前
提
に
し
て
、
主
と
し
て
②
の
後
段
部
分
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。



国
賠
法
附
則
六
項
の

「従
前

の
例
」
が
権
力
的
作
用
に
お
け
る
国
家
無
答
責
の
原
則
を
指
し
、
当
時
の
強
制
連
行

.
強
制
労
働
が
国
の

481

権
力
的
作
用
に
属
し
、
我
が
国
の
統
治
権
に
服
さ
な
い
外
国
人
の
強
制
連
行

・
強
制
労
働
に
も
国
家
無
答
責
の
原
則

が
適
用
さ
れ
る
と
仮

定
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
が
直
ち
に
国

の
責
任
の
否
定
を
導
く
と
は
限
ら
な
い
。
強
制
連
行

・
強
制
労
働
の
実
態
を
仔
細
に
見
れ
ば
、

い
ず
れ
の
事
業
場
に
お
け
る
も
の
に
も
共
通
し
て
、
被
告
国
の
加
害
行
為
の
残
虐
非
道
性
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

単
に
民
間
企
業
が
勝

手

に
暴
走
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
旧
日
本
軍
や
警
察
は
こ
れ
に
深
く
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
政
府
も
こ
の
こ
と
を
十
分
に
認

識
し
得
た
の
で
あ
る
。
残
虐
非
道
な
加
害
行
為
に
対
し
て
、
現
時
点
に
お
い
て
さ
え
も
国
家
無
答
責
の
原
則
を
適
用
し
て
国
の
責
任
を
免

一

れ
さ
せ
る
・
と
は
・
現
在
の

一
般
人
の
正
義
公
平
感
情
に
反
す
る
も
の
と
い
・・
べ
き
で
あ
る
.
法
の
篇

で
あ
る
正
義
公
平
の
原
則
か
ら

鼓

す
れ
ば
、
た
と
え
戦
前

・
戦
中
砂
加
害
行
為
で
あ
る
と
い
え
ど
も
、
残
虐
非
道
な
加
害
行
為
に
対
し
て
国
の
損
害
賠
償
責
任
を
免
れ
さ
せ

論

る
と
い
う
こ
と
は
、
到
底
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

律法

三

強
制
連
行

・
強
制
労
働
と
正
義
公
平
の
原
則

一

正
義
公
平
原
則
適
用
の
た
め
の
二
要
件

正
義
公
平
の
原
則
に
よ
り
国
家
無
答
責
原
則
の
適
用
が
制
限
さ
れ
る
た
め
に
は
、
昨
年

=

月
に
提
出
し
た

「意
見
書
」
の
中
で
も
述

べ
た
よ
う
に
、
加
害
行
為
の
残
虐
非
道
性
と
被
害
の
重
大
性
の
二
要
件
が
充
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
残
虐
非
道
行
為
は
重
大
な
被

害
を
伴
っ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
要
件
と
し
て
は
、

一
応
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



二

加
害
行
為
の
残
虐
非
道
性

　↑

強
制
連
行

・
強
制
労
働
の
残
虐
非
道
性

前
掲
の
三
井
鉱
山
訴
訟
福
岡
地
判
に
よ
れ
ば
、
被
告
国
が
深
く
関
わ

っ
て
い
た
と
さ

り

れ
た
強
制
連
行

.
強
制
労
働
事
件
に
お
け
る
実
態
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

(本
件
の
個
別
の
実
態
だ
け
で
は
な
く
て
、
強
制
連

　頒

行

・
強
制
労
働
の
実
態
に
つ
い
て

一
般
的
に
述
べ
て
い
る
部
分
も
含
む
)。

額

①

中
国
人
労
働
者
の
供
出
は
ほ
ぼ
強
襲

収
で
あ
り
・
年
齢
は
二
〇
代
が
磐

多
か
・
た
と
は
い
え
・
若
年
層

か
ら
高
齢
層
に
ま
で

無跡

及
ん
だ
。
原
告
ら
は
、
村
役
人
か
ら
日
本
軍

の
工
事
現
場
等

の
人
夫
と
な
る
勧
誘
を
受
け
て
出
か
け
て
行
き
、
途
中
か
ら
軍
や
警
察
に
拘

誕

束
さ
れ
、
逃
亡
も
反
抗
も
で
き
な
い
ま
ま
日
本

へ
連
行
さ
れ
た
。

蜥

②

健
康
状
態
に
つ
い
て
は
、
行
政
供
出
及
び
訓
練
生
供
出
に
よ
喜

(こ
れ
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
)
は
・
健
康
状
態
が
極
め
て

労制

悪
く
、
多
く
の
疾
患
を
有
し
、
衰
弱
が
甚
だ
し
く
、
日
本
に
上
陸
時
も
か
ろ
う
じ
て
歩
行
で
き
る
程
度
の
者
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
状
態

強

で
あ
り
、
こ
れ
が
死
亡
率
の
高
さ
、
作
業
率
の
低
さ
の
有
力
な
原
因
と
な
っ
た
。

行罐

③

呆

へ
の
輸
送
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
船
舶
事
情
が
逼
迫
し
て
い
た
上
、
航
海
が
危
険
で
あ

・
た
事
情
の
下

に
お
い
て
、
中
国
人

ま↓

労
働
者
を
輸
送
す
る
に
つ
い
て
は
多
く
の
問
題
が
あ
.
た
.
船
待
ち
の
予
定
が
つ
か
ず
急
蘂

船
し
、
食
糧
そ
の
他

の
携

が
不
+
分
で

あ

る

こ
と

、

ま

た
、

こ
れ

と

は

反
対

に
、

予

定

以

上

に
船

待

ち

を

し

て
、

備

蓄

食

糧

の
不

足
を

き

た

す

こ
と
、

航

海

日
数

の
予
定

が

つ
か

ず

、

集

団

輸

送

一
六
九

件

の
う

ち

一
〇

日
か

ら

一
九

日
を

要

し

た

も

の

が
四

八

件

、

二
〇

日
以

上

の
も

の
が

六
件

、

三

〇

日

以

上

の
も

の

9

が
三

件

あ

っ
た
。

飲

料

水

、
食

糧

等

が
欠

乏

す

る

こ
と

が
度

々
あ

り
、

船

は
概

ね

貨
物

船

で
、

長

期

間
船

倉

内

の
石

炭

、

塩

、
鉱

石
等

の

14

上

に
寝

起

き

し

な

け

れ

ば

な

ら
ず

、

上

陸

後

は
直

ち

に
長

時

間

の
汽

車

に
よ

る

輸

送

を
受

け

た
。

こ

の
よ
う

な

事

情

に
よ

り

、
船

中

に

お



い
て
五
四
六
人
、
事
業
場
到
着
前
に
お
い
て
二
四
入
人
の
死
亡
者
が
出
た
。

501

④

就
労
等
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
気
候
風
土
そ
の
他
生
活
環
境
の
変
化
は
、
移
入
当
時
相
当
衰
弱
し
て
い
た
中
国

人
労
働
者
の
健
康

に
相
当
の
影
響
を
与
え
た
上
、
戦
時
下
の
食
糧
そ
の
他
諸
物
資
の
不
足
等
が
与
え
た
影
響
も
大
き
く
、
そ
の
他
異
民
族
労
務
者
取
扱
い
に

対
す
る
不
慣
れ
等
の
事
情
、
末
端
に
お
け
る
指
導
の
行
き
過
ぎ
、
虐
待
、
不
正
な
取
扱
い
等
も
あ

っ
た
。
指
導
取
締
り
の
面
に
お
い
て
は
、

思
想
容
疑
事
件
及
び
逃
亡
事
件
が
続
発
し
た
状
況
か
ら
、
そ
の
取
締
り
指
導
は
強
化
さ
れ
、
そ
の
取
扱

い
に
対
す
る
中
国
人
労
働
者
の
反

感
は
相
当
強
い
も
の
が
あ

っ
た
た
め
、
警
察
当
局
の
取
締
り
は
相
当
峻
厳
に
行
わ
れ
た
。
食
糧
に
関
し
て
は
、
空
腹

に
耐
え
か
ね
て
逃
亡

一

す
る
者
も
相
当
数
あ

・
た
く
ら
い
で
あ
り
、
疾
病
や
死
亡
の
原
因
と
も
な
・
た
.
衣
料
の
支
給
も
+
分
と
い
え
る
も

の
で
は
を

、
布
団

叢

や
地

下

足
袋

の
支

給

が

遅

れ

た

こ

と
に

よ

り
、

凍
傷

等

に
か

か

る
者

も

あ

っ
た
。
宿

舎

の
居

室

は

一
人
あ

た

り
平

均

○

・
六
三

坪

で
あ

り

、

論

ご
ざ

敷

き

・
板
敷

き

の
も

の
も

あ

っ
た
。

逃

走

防

止

の
た

め
、

通

風

採

光

は

十

分

と

は

い
え

ず

、

監

視
室

か
ら

見

張

ら

れ

、
宿

舎

か

ら
炭

律

鉱

の
坑

口
ま

で

の
往
復

に
も

見

張

り

を

つ
け

ら
れ

た
。

よ

ほ

ど

の
重

病

で
な

い
限

り
、

一
日

の
休

み
も
与

え
ら

れ
な

い
ま

ま

労
働

に
従

事

さ

せ
ら

れ

た
。

法
一

⑤

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
。
れ
に
対
し
て
賃
奪

の
支
払

い
は
な
か
っ
た
.

コ

新
潟
事
件
に
お
け
る
残
虐
非
道
性

新
潟
の
強
制
連
行

・
強
制
労
働
事
件
に
つ
い
て
も
、
三
井
鉱
山
訴
訟
福
岡
地
判
が
述
べ
た

(
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。

①

第

一
次
訴
訟
の
原
告
は
、
二
】二
歳
の
と
き
に
、
い
わ
れ
な
く
日
本
軍
に
よ
り
中
国
で
逮
捕
さ
れ
、
新
潟
ま
で
強
制
連
行
さ
れ
た
。
そ

の
上
、
全
く
の
無
実
で
あ
る
国
防
保
安
法
違
反
の
容
疑
で
再
び
逮
捕
さ
れ
て
拷
問
を
受
け
、
懲
役
四
年
の
実
刑
判
決
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、

広
島
刑
務
所
で
服
役
中
の

一
九
四
五
年
八
月
六
日
に
原
子
爆
弾
に
よ
り
被
爆
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
原
告
ら
も
、
強
制

連
行

・
強
制
労
働
に

よ
り
甚
大
な
肉
体
的

・
精
神
的
苦
痛
を
受
け
た
と
い
う
点
で
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。



②

食
事
は
辛
う
じ
て
生
命
を
維
持
で
き
る
だ
け
し
か
与
え
ら
れ
ず
、
過
酷
で
奴
隷
的
な
労
働

(運
搬
船
か
ら
の
石
炭

・
木
材
の
荷
下

ろ
し
作
業
、
下
ろ
し
た
石
炭

・
木
材
を
手
押
し
車
や
人
力
で
倉
庫

へ
運
搬
す
る
作
業
等
)
を
強
い
ら
れ
た
。

③

宿
舎
に
は
警
察
官
が
常
駐
し
て
、
逃
亡
を
防
い
で
い
た
。
宿
舎
は
狭
く
、
不
衛
生
で
あ
り
、
冬
季
間
の
暖
房
設
備
に
つ
い
て
は
、
四

五
年

の
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
は
厳
冬
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皆
無
に
等
し
い
状
況
で
あ

っ
た
。

↑

④

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
金
や
諸
手
当
は

一
切
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
。

課答

三

被
害
の
重
大
性

無嚇誕

e

三
井
鉱
山
事
件
に
お
け
る
被
害
の
重
大
性

三
池
鉱
業
所
で
は
、
二
三
七

一
人
の
中
国
人
労
働
者
の
う
ち
三
八
二
人
が
死
亡
し

餅

て
お
り
、
死
亡
率
は

一
六

二

%
で
あ

・
た
・
死
亡
原
因
の
う
ち
・
呼
吸
器
系
の
疾
患
は
四
五
%
・
消
化
器
系
の
疾
患
は
一
エ
ハ
三

%
で
・

労酬

栄
養
障
害
が
原
因
と
思
わ
れ
る
疾
患
が
五

.
六
%
含
ま
れ
て
い
る
.
ま
た
、
労
催火
死
が
六
五
人
と
な
っ
て
い
る
.
ま
た
、
田
川
鉱
業
所
で

行

は
、
七
六
二
人
の
、・
ち
二
七
人
が
死
亡
し
て
お
り
、
そ
の
死
亡
原
因
は
、

≡

人
が
呼
吸
器
系
の
疾
患
、
三
人
が
消
化
器
系
の
疾
患
で
、
六

髄

人
が
循
環
器
系
、
六
人
が
事
故
に
よ
る
も
の
で
あ

・
た
.
同
判
決
は
、
被
告
国
の
暮

を
否
定
し
た
も
の
の
、
原
告

ら
が
被

・
た
精
神
的

ま↓

苦
痛
の
程
度
が
著
し
い
。
、
を
認
め
て
い
る
.

口

新
潟
事
件
に
お
け
る
被
害

の
重
大
性

新
潟
の
強
制
連
行

・
強
制
労
働
事
件
に
お
い
て
は
、
中
国
人
労
働
者
九
〇
五
人
の
う
ち
、

死
亡
者
は

一
五
九
人
で
あ
る
。
『外
務
省
報
告
書
』
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「栄
養
失
調
症
及
び
こ
れ
が
併
発
症
に
よ

る
死
亡
者
を
続
出

1

さ
せ
た
こ
と
」
が
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
も
、
原
告
ら
が
被

っ
た
肉
体
的

・
精
神
的
苦
痛
が

い
か
に
甚
大
で
あ
っ

15

た
か
を
推
測
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
異
国
の
地
に
お
い
て
、
自
由
が
拘
束
さ
れ
た
上
に
、
衣
食
住
い
ず
れ
も
不
十
分
な
ま
ま
に
酷
使



さ
れ

た
中

国

人

労
働

者

の
被

害

は

、
極

め

て
重

大

な

も

の
で
あ

っ
た

と

い
わ

ざ

る

を
得

な

い
。

麗

四

司
法
判
断
と
正
義
公
平
の
原
則

「

条
理
と
し
て
の
正
義
公
平
の
原
則

「

、
8

条
理
と
し
て
の
嚢

公
平
の
原
則

先
に
提
出
し
た

・意
見
書
」
に
お
い
て
・
正
義
公
平
の
原
則
は
条
理
と
し
て
位
置
づ
け
ら

叢

れ
、
条
理
に
よ
っ
て
法
が
修
正
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
美
濃
部
達
吉
博
士
の
所
説
か
ら
基
礎
づ
け
た
。
本
補
充
意
見
書
に
お
い
て
は
、
こ
の

論

理
論
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
い
。

律

口

条
理
の
法
源
性

条
理
が
法
源
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
賛
否
両
論
が
あ
り
、
学
説
を
整
理
す
る
だ
け

で
も
大
変
な
作
業

で
あ
る
。
私
見
と
し
て
は
法
源
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
深
入
り
し
な
い
こ
と
に
す
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
立
法
や
裁
判

法一

が
条
理
に
従
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
・つ
占
…に
つ
い
て
は
、
意
見
の

一
致
が
認
め
ら
れ
る
.

条
理
が
法
源
で
な
い
と
仮
定
し
て
も
、
法
の
解
釈
に
当
た
っ
て
は
条
理
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
む
し
ろ
、
条
理
を
基
礎
に
し

て
法
の
解
釈
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
制
定
法
に
も
判
例
法
に
も
、
そ
の
基
礎
に
は
条
理
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お

い
て
、
「条
理
は
あ
ら
ゆ
る
法
源
の
基
底
」
(中
川
善
之
助

『法
学
』
四
九
頁
以
下
)
で
あ
る
。

日

条
理
に
よ
る
裁
判

裁
判
は
条
理
に
よ

っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
法
が
欠
け
て

い
る
場
合
は
勿
論
の

こ
と
、
法
が
存
在
し
て
も
、
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
見
解
が
対
立
し
て
お
り
、
法
の
内
容
が
不
明
確
な
場
合
に
も
妥
当
す
る
。
戦
後
補
償

訴
訟
に
お
い
て
、
硬
直
的
な
判
断
で
は
な
く
て
、
「具
体
的
な
妥
当
性
」
の
あ
る
判
断
を
す
る
た
め
に
は
、
条
理
を
基
礎

に
お
い
て
行
わ
れ



る
べ
き
で
あ
る

(伊
藤
正
己

『近
代
法
の
常
識

〔第
三
版
ご

一
四
〇
頁
以
下
参
照
)
。

二

司
法
判
断
と
正
義
公
平
の
原
則

ト

日

司
法
判
断
の
具
体
的
艶
当
性

前
述
の
さ

つ
に
・
司
法
判
断
は

「
具
体
的
妥
当
性
の
藷

」
を
充
た
す
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら

　頒

な

い
.
・
の
・
と
は
、
例
え
ば
、
先
の

.意
見
書
」
に
お
い
て
引
用
し
た
最
判
平
成

δ

⊥
ハ
ニ

ー層=

予
防
接
種
叢

に
つ
い
て
除
斥
潮

瀬

間

の
経
過
が
争
わ
れ
た
訴
訟
)
や
東
京
地
判
平
成

一
一二
・
七

・
三

(劉
連
仁
訴
訟
)
が
・
嚢

公
平
の
原
則
か
ら
除
斥
期
間
制
度
の
適

無跡

用
制
限
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
三
井
鉱
山
訴
訟
の
前
掲
福
岡
地
判
も
ま
た
、
被
告
会
社
の
不
法
行
為
責
任
に
つ
い

謝

て
、
「除
斥
期
間
制
度
の
趣
旨
を
前
提
と
し
て
も
、
な
お
、
除
斥
期
間
制
度

の
適
用
の
結
果
が
、
著
し
く
正
義
、
衡
平

の
理
念
に
反
し
、
そ

鰍

の
適
用
を
制
限
す
る
・
と
が
条
理
に
も
か
な
・・
と
み
と
め
ら
れ
る
場
合
に
は
・
除
斥
期
間
の
適
用
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
べ

労制

き

で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
具
体
的
妥
当
性
を
追
求
し
て
い
る
。

強行

口

目
葎

的
妥
当
性
と
国
家
無
答
責
原
則

の
適
用
制
限

除
斥
期
間
の
適
用
制
限
に
正
蓑

平
の
原
則
を
適
用
し
な
が
ら
、
国
家
無

髄

答
責
の
原
則
に
つ
い
て
は
正
蓑

平
の
原
則
を
適
用
し
な
い
と
い
う
の
は
、
論
旨
が

青

し
な
い
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る

(松
本
克
美

ま嗣

.戦
後
補
償
訴
訟
の
新
展
開
」
立
A叩
館
法
学
二
八
三
号
入
七
頁
参
照
).
除
斥
期
間
の
適
用
制
限
が
具
体
的
妥
当
性
を
追
求
し
た
結
果
で
あ

る
の
で
あ
れ
ば
、
同
じ
く
国
家
無
答
責
に
つ
い
て
も
具
体
的
妥
当
性
が
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
前

・
戦
中
に
国
が
深
く
関
与

し
た
残
虐
非
道
行
為
に
よ
る
損
害
に
対
し
て
国
家
無
答
責
の
原
則
を
適
用
し
て
、
国
の
責
任
を
免
れ
さ
せ
る
こ
と
は
、
具
体
的
妥
当
性
に

欠
け
る
結
果
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

旧

日

司
法
の
役
割

条
理
に
よ
る
裁
判
と
は
い
っ
て
も
、
裁
判
官
と
し
て
は
極
め
て
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
、
十
分
に
理



解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
裁
判
が

一
般
人
の
正
義
公
平
感
情
か
ら
ず
れ
て
い
て
は
、
い
か
に
精
緻
な
法
理
論
で
あ
っ
て
も
、
大

541

方

の
支
持
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
昨
今
の
司
法
改
革
の
眼
目
の

一
つ
は
、
「市
民
の
立
場
に
立
っ
た
司
法

の
実
現
」
で
あ
る
。

条
理
に
よ
る
裁
判
も
、
法
に
よ
る
裁
判
で
あ
る

(山
本
修
作

『法
の
発
見
』
九
九
頁
)。
決
し
て
法
か
ら
離
れ
た
も

の
で
は
な
い
。
条
理

に
従

っ
た
裁
判
を
行
う
た
め
に
は
、
裁
判
官
は
、
法
の
解
釈
適
用
に
あ
た
っ
て
常
に
条
理
を
見
極
め
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
国
が
深

く
関
与
し
た
残
虐
非
道
行
為
に
国
家
無
答
責
の
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
も
条
理
に
沿

っ
た
判
断
と
は
い
え
な
い

で
あ
ろ
う
。

一

四

戦
後
穰

と
財
政
的
薫

強
制
連
行

・
強
制
労
働
の
婆

ロ者
は
膨
大
姦

に
上
る
.
従
軍
慰
安
婦
そ
の
他

の
盛

暑

も
含
め

叢

れ
ば
・
そ
の
数
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
・
そ
こ
で
・
こ
れ
ら
の
被
害
者
の
す
べ
て
に
戦
後
補
償
を
し
た
の
で
は
国
家
財
政
が
苦
し
要

る
、
と

論

の
指

摘

が
予

想

さ

れ

る

。

な

る

ほ

ど
も

っ
と

も

な
憂

慮

で
あ

る
と

思

わ

れ
な

い
で
も

な

い
。

律

し

か
し

、

実
際

に
そ

の
金

額

が

ど

の
く

ら

い
に
な

る

か
算

定

さ

れ

て

い
る
わ

け

で

は
な

い
。

「
莫

大
な

金

額

に
な

る

で
あ

ろ
う

」

と

い
う

単

な

る
憶

測

に
す

ぎ

な

い
も

の
と

い
う

べ
き

で
あ

る
。

被

害

者

一
人

当

た

り

の
補

償

額

を

ど

の
く

ら

い
に
す

る

か

に

も

よ

る

が
、

国

家

財

↓

政
が
危
機
に
瀕
す
・
・
い
曇

の
も
の
で
は
な
い
で
あ
う

先

妻

金
額
に
な
・
・
し
蓋

そ
れ
は
国
民
全
体

が

.
負
の
遺
産
・
と

し

て
平
等
に
分
担
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

も
し

「国
の
責
任
を
肯
定
す
み
と
国
家
財
政
の
危
機
を
招
き
か
ね
な

い
」
と
の
判
断
が
裁
判
官
の
心
理
の
深
層
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
す
で
に
裁
判
官
が
政
治
的
な
判
断
を
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
正
義
公
平
の
原
則
に
よ
り
国
家
無
答
責
原
則
の
適
用
制

限
に
躊
躇
し
て
お
き
な
が
ら
、
国
家
財
政
の
制
約
を
考
慮
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
こ
に
は
大
き
な
矛
盾
が
潜
ん
で
い
る
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

(法
科
大
学
院
教
授
)


